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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 379 ha

平成 19 年度　～ 平成 23 年度 平成 19 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／日 平成１７年度 平成２３年度

人／年 平成１７年度 平成２３年度

ｍ3/秒
平成１７年度 平成２３年度

30舞岡川の流下能力  １秒間に流下する河川の水量
河川整備により流下能力を改善し、洪水発生頻度を低減し安全度
の向上を図る 10

2,000

舞岡地区センター年間利用者 年間利用者数 市民が参加して進めるため、地域コミュニティが活性化する 82,500 84,000

舞岡駅乗降客数（1日換算） 年間乗降客数を日数で割った数字 河川改修に伴い環境整備を行うことによって増加が見込まれる 1,897

・周辺の都市化の進展を踏まえ、舞岡の環境資源を保全する必要があります。
・舞岡ふるさと村の利用を活性化させるための方策が必要です。
・この地区は、横浜では市民活動が活性化している地区で、行政と市民の連携をさらに図っていく必要があります。
・近年、多発する台風や豪雨による浸水被害を軽減する方策が求められています。

環境と共生した、誰もが暮らしやすいまちとして発展させます。
そのためには、地域と行政による多様なまちづくりを進めます。
舞岡川を中心とした安全快適な歩行者ネットワークを形成します。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値
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計画期間 交付期間 23

当該地区は、横浜の里山的な景観・環境が息づく地域であり、都市農業も営まれています。本計画の目標としては、水と緑が調和するまちづくりを目指すとともに、水害や交通事故などから守る安全安心のまちづくりを進めます。

舞岡地区は、副都心戸塚駅周辺に隣接し、舞岡川や農地、山林など自然環境に恵まれ、横浜市の「緑の七大拠点」のひとつとして位置付けられています。昭和６０年には横浜市営地下鉄舞岡駅が開業し、近年、駅周辺において、舞岡公園や舞岡ふるさ
と村、舞岡リサーチパーク、舞岡川河川改修などの事業が実施されています。

①横浜の里山的な景観・環境が息づくまち
②水と緑が調和するまちづくり
③水害や交通事故などから市民を守る安全安心のまちづくり
④子どもとお年寄りに優しいまちづくりを進めるとともに生き生きとしたまち

以上の目標を目指したまちづくりを進めます。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

・③安心、安全に暮らせるまちづくり
　　災害（水害）に強いまちづくりの推進
　　バリアフリーなど、子どもとお年寄りに優しいまちづくりを進めるとともに生き生きとしたまちを目指す。

舞岡川準用河川改修事業

方針に合致する主要な事業
・①豊かな環境資源を活かしたまちづくり
　　横浜の里山的な景観・環境が息づくまちづくり
　　水と緑が調和するまちづくり

舞岡川準用河川改修事業
舞岡川水辺広場整備

・②生活中心を持つまちづくり
　　安全・快適な歩行者軸線の形成
　　交通事故などから市民を守る安全安心のまちづくり

舞岡川準用河川改修事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川 総合流域防災事業 横浜市 直 450ｍ 平成５年度 平成２８年度 平成１９年度 平成２３年度 1,500 591 591 591

下水道

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 横浜市 直 0.55ha 平成２０年度 平成２７年度 平成２０年度 平成２３年度 450 295 295 295

高質空間形成施設 －

高次都市施設

既存建造物活用事業 －

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,950 886 886 886 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

横浜市 直 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 平成２０年度 6 6 6 6

0

0

横浜市 直 － 平成１９年度 平成２８年度 平成１９年度 平成２３年度 13 7 7 7

－ 0

－ 0

－ 0

合計 19 13 13 13 …B
合計(A+B) 899

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

所管省庁名事業箇所名

住宅市街地
総合整備
事業

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間

－

全体事業費

柏尾町地区浸透施設整備事業

事業主体事業箇所名

－

（参考）事業期間

舞岡川準用河川改修事業

事業
細項目

細項目

地域創造
支援事業

事業期間（いずれかに○）
事業主体

生物相等調査事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

事業

－

－

規模

－

舞岡川流域等

柏陽台団地等

うち民負担分
交付期間内事業期間

規模直／間

－

（仮称）舞岡水辺広場整備

0

0

0

うち民負担分

0

国費率 0.4交付対象事業費 899 交付限度額 359.6



都市再生整備計画の区域

　戸塚区舞岡川周辺地区（神奈川県横浜市） 面積 379 ha 区域 横浜市戸塚区柏尾町、舞岡町、南舞岡町一～四丁目

【位置図】
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1,897人／日 （Ｈ１７年度） → 2,000人／日 （Ｈ２３年度）
82,500人／年 （Ｈ１７年度） → 84,000人／年 （Ｈ２３年度）
１０m3／秒 （Ｈ１７年度） → ３０m3／秒 （Ｈ２３年度）
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）　整備方針概要図

目標
地区内を流れる舞岡川の治水安全度を向上させるとともに、舞岡川の水のネット
ワークと舞岡ふるさとの森、舞岡公園などの緑のネットワークを形成する。また、市
民と協働したまちづくりを進める。

代表的
な指標

舞岡駅乗降客数（1日換算）
舞岡地区センター年間利用者
舞岡川の流下能力

■基幹事業：河川事業（総合流域防災事業）
　 舞岡川準用河川改修事業

□提案事業：生物相等調査（舞岡川流域等）

■基幹事業：地域生活基盤施設
　 （仮称）舞岡水辺広場整備

□提案事業：柏尾町地区浸透施設整備事業
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